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す
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わ
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訟
に
は
入
口
っ
た
行
む
を

代
替
治
婚
が
な
く
、

校
一
品
心
弔
詩
出
で
、

医
師
が
弘
文
の

行
3

た
場
合
に
は

処

売主号
注、 t:
' l 怖
さナ ， 
」］

ミ之、

同
様
で
め
勺「何
人
も

法
律
に
川
岬
戸
さ
れ
た
以
外
の
場
介
亡
、
外
科
手
術
J
f

受
け
る
h

一
こ
を

も
し
、
民
庁
、
為
一
ハ

強
制
さ
れ
河
L

L

七7
~ 

!T! 

f口
煉 f品

才ロ 川広之

川主主

様ち尽を刀、
岩1.1

レ

T 

:n 

Fl 
（主

人
体
心
不
山
リ
｛
伝
性
原
則
、
特
に
イ
ノ
ブ

7
1ム
ド
コ
／
セ
／

f
の
安
中
小
と
、
患
者
心
健
素
及
び
黒
人
町
を
ι附
議
す
る
べ
き
恒
姉
の
義
務
ら



明
' u、

心
問
の
均
衡
を
保
と
う
と
欲
い
と
い
勺

必
々
は

v
J
志
望
戸
の
介
入
の
外
に
あ
る

ん
川
保
八
八
の
）
実
定
法
の
状
能
u
p
乞
、
氏
出
、
刑
弔
及
び
行
政
判
例
の
党
以
を
指
持
す
る
こ
ー

/;)] 

に
よ
っ
て
、
松
ι円
ず
る
こ
と
が
ゼ
ざ
ょ
う
）
す
な
わ
ち
、
忠
之
の
玄
り
が
そ
の
z？

明
r
H
r
u以
ず
る
場
合

t、｝

明
コ
な
治
療
が
存
在
」
i
o場
〈
い
で
も
、
医
師
は
J

れ
守
安
易
に
ー
一
る
こ
／
）
は
で
き
L

な
い
だ
ろ
、
）
／
）
い
う
こ
乙
で
あ
る
。
医
師
は
、
忠
A
G

の

E
M兄
を
道
化
さ
ぜ
る
た
め
の
関
係
を
純

rvvな
け
れ
ば
な
っ
ず
、
引
の
す
H
山見ーも山手
J
Z
J

に
了
J

る
よ
う
説
符
し
な
け
れ
ば
な
ら
白
い
υ

えの

一
号
、

し
、
長
終
的
に
伺
い
も
さ
れ
な
〈
て
も
、
ト
山
一
叶
は
出
掛
者
に
ム
州
僚
を
阿
川
ふ
り
2

万
川
に
傾
い
て
は
ぽ
ら
な
一
日
目
で
い
」
ひ
ら
判
断
で
き
る
こ
ζ

は、

』
鼎
刊
は
任
命
市
場
の
白
木
〕
権
や
、
さ
ら
に
そ
れ
川
上
り
町
浩
司
什
J

弘
法
伊
に
よ
っ
て
長
認
さ
れ
て
い
る
と
付
品
で
き
る
〕
ふ
う
な
最
も
決
定
的

な
第
歩
法
、

υ
法
若
心
み
か
踏
み
山
川
す
こ
と
が
で
き
γ
C
ζ

川
う
こ
こ
と
あ
る
。

無
対
立
延
命
治
療
の
拒
併
に
対
す
る
泣

一
h
u
九工
1

今
の
新
医
山
市
倫
非
法
典
、
に
は
、
不
〈
υ
到
に
剖
刑
執
は
治
療
の
知
安
は
、
二
一
r
J
C

一
一
日
出
に
よ
っ
て
の
み
史
の
権
利
と
立
？
っ
る
と
、
位
、
え
め
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
J

つ

可
一
九
川
川
法
及
び
〈
u
c
f
庁
四
月

前
芸
は
、
－

n

コU
Z
、

日
l

自
（

巾
心
者
ピ
品
目
以
の
結
果
に
つ
い
て

l
分
な
説
明
示
し
た
後
に
は
そ
の
向
、
思
ど
尊
話
し
な
、
り
れ
ば
ば
一
ら
訟
い

す
べ
て
り
人
心
治
療
作
否
権
J
P＼

バ
ー
ん
叩
が
危
ぬ
に
さ
、
り
さ
れ
て
い
る
場
合
で
さ
、
三
4
U
め
て
い
え
f

し
か
し
、

明
白
に
土
品
ボ
さ
れ
て
い
る

一
の
（
ぶ
則
に
留
ま
る
こ
ζ

の
医
同
の
凶
M
M
に
同
一
剖
J

、
法
律
は
、
「
医
師
は
、
不
可
欠
な
r
活
λ

介
主
交
け
人
れ
る
「
一
し
〈

一々

々
、
忠
者
に
説
得
す
る
た
め
の
あ
っ
ゆ
る
措
置
を
講
、
ご
ふ
け
れ
ば
な
り
な
い
と
付
け
が
ズ
た
じ
そ
れ
に
之
、
か
か
わ
り
ず
判
例
は
、

U4会

ご
9
k
u

シ

l
t

（
、
／

民
削
に
対
1

／思
w
自
の
立
川
一
に
以
ー
に
よ
川
療
を
在
、
九
円
と
い
う
い
か
仕
る
命

令
本
な
さ
れ
え
な
い
の
で
は
な
い
か
ζ

い
う
間
に
答
え
る
べ
き
羽
山
い
を
、
仙
枇
持
し
続
げ
る
だ
ム
ソ
ャ
だ
の

か
生
命
子
後
に
悶
ー
）
て
同
川
市
川
引
に
依
険
1
J
状
V
L
に
あ
る
と
き
、

C
O
T

－ι小
川
円
凡
二
日
法
は
、
医
療
実
務
に
ナ
ウ
、
配
慮
し
ず
起
号
さ
れ
ん
l

h

I

、
原
則
の
ぶ
在
日
朝
出
を
明
確
化
？
、

恒
姉
が
山
本
u
さ
穴
山

か
~， 

［似]<o，主？） 56 !.3 :J＇仁竹 8'6 、！！066.9 ・' 

」



え
に
さ
れ
ぷ
円
九
日
い
い
を
取
ら
さ
れ
る
危
険
が
増
大
し
広
い
よ
う
に
似
陪
寸
る
閃
奇
心

T
絞
き
そ
定
め
に
J

ふり
τ夕
、
わ
ち
、
治
桁
探
知
否
ま
止
は
芹
引
が
、
人
呼
吸
、
人
災
長
ー
一
ム
f
リ
「
す
べ
て
の
治
的
常
い
拡
大
戸
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

一
の
す
だ
に
、
医
療
従
事
蓄
、
引
人
々
の
犯
に
至
る
ま
で
当
え
は
あ
る
』
宇
一
保
障
す
る
た
め
に
実
施
す
べ

の
行
為
は
、

γハ

b
h
l
v
T
《
止
官
丹
、
制
日
悼
の
な
い
4
の
ご
あ
り
、

っ
し
℃
、
「
一
」
れ
戸
口

牛
命
の
人
的
戸
長
以

折
町
付
さ
れ
な
い
が
、

L 

外
の
い
か
仕
る
効
果
1

色
村
吋
た
な
い
場
合
、

J
I

断
で
き
、
ま
～
ー
は
i
号
制

L
z叫
い
こ
ぐ
即
日
v

丈
夫
と
る
」
と
の
国
月
半
、
追
竹
山
1

J

た
ラ
治
療
義
務
は

（

J

C
条
に
川
児
山
止
す

は
義
務
が
終
よ
小
町
山
医
療
実
務
で
川
び
問
題
、
こ
仕
っ
～
1
1
こ
の
ぬ
台
、
阪
航
は
、

る
F

泊
療
を
し
人
G
U
こ
と
に
よ
り
、
日
化
に
冷
く
ー
へ
の
酋
戒
を
伝
ら
、
牛
九
町
の
山
貝
を
保
障
「
｝
白
の

／ 、ー。

こ
れ
、
つ
の
権
利
実
施
に
山
け
ら
れ
二
J
続
き
が
間
訟
と
な
ゐ
場
合
、
医
削
は
以
内
の
保
祉
を
猿
得
し
た
U

ぺ
ん
叩
に
危
険
を
も
た
ら
す
治
療
仏
守
止

庁、、J

考
諸
問
問
の
戸
川
L

メ
〈
り
伏
乏
を
再
度
衣
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

y
v
一
ア
テ
じ
ヨ
訴
え
し
H
パ

h
三

np平江戸一オァ

ず
べ
亡
心
境
ん
n
に
忠
者
以
’
A
U
懲
り
出
な

忍
司
い
よ
れ
不
が
司
能
な
人
々
、
β
出
町
出
店
で
↓
め
る
み
J
4
1
、
医
師
は
が
制
？
辻
の
也
の
メ
ン
バ
ー
ヶ
呼
び
、

プラム／ /, ;1；こおけ匂岩止と化

'" 
' c久

場戸、
ノちも をf
口 b

；こカ：
L ＇ヱ
己 le人
つ 1巴
I を
J占有
弘氏

'; ?Jミ
ピ寸
ンる
,,, ' 

' ,, 
f カ：
Jl〆＂司王
じ）l i:J 
l人j官E
h す

を は
；二、Lι
勺態
7ニ uご

2~ 
式こ る
上場
、合

亡ヤ

考ζ

＇メミ

ノ＇ ' 口」

議の
件、決
／勺
λじ

みは
、ュイu

"' 車買さで
すし お，
うる
る人

fワ1
，~／ 

z

〈
山
引
の
終
婦
に
お
け
る
れ
療

2
u
r
k
不
が
吋
能
な
人
々
の
決
定
は
、

ぶ
威
に
削
判
決
し

hvれ
よ
主
的
斗
T
J
j

旦
3
）
入
パ
ー
け

カ
ル
フ
に
記
録
六
、
れ
ゐ
伝
師
は
、
白
川
者
に
決
定
の
布
ゑ
ヰ
」
j
分
説
明
し
1
7

一
段
は
、
そ
の
選

寸
前
、
が
不
が
T
m
y
日
正
引
な
状
態
に
あ
る

E
首
に
閑
「
司
令
子
ぬ
き
は
、

バ
ー
ん
川
に
危
険
o
T
4
一
た
っ
す
治
療
件
ー
に
つ
い
て
の
子
続
き
こ
一
月
以

で
d

の
fν

。

L 
－
X
U

寸た
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明
' u、

A
O
O
万
ι
四
月
一
二
ヨ
い
い
の
提
案
担
仕
芹
は
、

ー
／
い
う
、
民
間
に
内
げ
ら
れ
た
政
山
的
に

「
不
ヘ
ロ
坦
に
執
叫
仰
と
治
療
」

一μ
に
長
さ
れ
る
「
主
ー
に
、
延
命
治
療
の
市
川
T
h
u

－－門弐ノ

般
原
則
の
強
ル
凶
に
関
係
、
以
て
い
る
し
か
、
ー
そ
の
内
谷
的
川
市
中
刻
性
は
、
意
思

/;)] 

小川

y
rな
患
者
に
問
ず
る
ル
マ
1
1
M

山
一
品
川
店
主
明
ぇ
化
、
ν
た
こ
と
、
忠
告
の
泣
視
ズ
の
志
見
や
J

ヴ
ィ
シ
グ
ノ
ィ
え
に
記
店
、
J

つ

つ
、
い
ま
だ
一
以
終
的
な
伏
広
ー
は
医
師
に
会
ね
つ
れ
て
い
る
も
の
の
、
引
い
hm山
千
品
川
台
心
山
1
1

施
を
定
め
た
こ
こ
の
中
川
止
め
る
つ

ヰ疋つ

L
、

f
 

主
ヤ
主
、

J

｛
 

年
だ
臼
性
店
い
距
離
に
い
る
J

支店示
L
V
V

ま
た
は
月
殺
閃
ワ
の
権
利
こ
U

q

に
は
、

ι小
J

到
附
さ
れ
た
心
従
業
昨
日
り
ょ
砕
利

生
命
の
終
定
に
持
」
つ
る
議
論
が
終
未
払
川
医
療
や
延
命
的
僚
の
問
題
に
限
定
さ
れ
白
い
ャ
｝

lflj 
法
；土

敢
絡
に
戊
れ
い
皮
z
y
E与
え
ず
、
ん
可
決
死
と
レ
う
一
ヶ
L
れ
や
状
忠
士
無
回
附
す
る
よ
う
に
、
禁
止
規
給
述
一
以
に
対
す
る
ム
ザ
句
、
て

し
た
意
恐

に
ほ
抗
し
亡
い
る
い

し、

安
1
れ
川
化
の
例
外
を
認
め
る
ご
と
に
く
、
ム
以
作
に
ょ
う
て

一
の
茨
中
山
少
は
、

恥
ノ
仰
に
古
品
川
一
級
ね
杓
置
の
可
能
性
官
、

け
川
」
命
記
縞
と
い
う
副
次
的
効
果
を
持
つ
二
と
ど
力
ヴ
コ
っ
さ
に
L
Y一
ま
ま
て
、
ぃ
7
え
h

よ

1

ぐ
で
あ
る
す
そ
一
」
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
い
は

判
所
の
村
川
例
は

ブ一
72

／
ス
竺
と
氾
化
さ
せ
る
ん
め
山
、
安
楽
死
の
桔
利
口
奉
者
十
助
げ
に
車
れ
る
の
だ
ム
ツ
h
m
m
r
n

山古川市
γ
死
は
ね
人
の
然
7
h
u

に什吋
J
1
る
追
反
に
～
山
川
ま
る

フ
ァ
ン
ス
の
d
作
者
は
、
治
療
む
庁
、
や
医
師
と
患
者
の
悶
係
わ

め
ぐ
っ
て
い
る
ば
か
り
で

法
律
L
L

の
禁
止

を
決
し
て
問
題
に
し
な
い
っ
刑
法
は
、

4μ
ん
拡
充
を
そ
れ
白
川
件
yu
し
て

情
成
要
引
い
は
一
い
々
三
あ
り
、

dHZ刑
が
長
い
け
る
。

う
に
そ
の
処
パ
訓
に
J
も
穣

A
な
一
ュ

γ
ご
人
が
U
Y
ら
れ
る
？
わ
の
円
、

し
て
欣
立
の
生
命
慢
す
い
ふ
り
視
L
て

VGn
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山
百
人
こ

1
；
ー 体
制
禁
止
し
し
い
て
の
山
律
上
の
位
以
一
抗
い
は
山
五
件
）

U

＋
ー
痛
の
な
い

良
い

死
を
う
去
る
行
為
と
問
－

w附
さ
れ
る
安
楽
だ
は
、
人
闘
い
引
い
会
の
桜
ふ
的
然
7
h
u

必
綜
心
選

反
を
構
成
ず
る
し
内
必
犯
掠
恰
成
菜
作
の
」
で
被
活
者
の
同
士
山
川
h
b
L
m
d
な
る
昔
一
い
民
性
も
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
安
楽
死
を
mrv
罪、し〈

ば
、
責
任
投
開
山
で
行
為
お
の
工
品
川
凶
を
明
ら
か
に
す
J

る
場
合
や
、
五
一
刊
に
お
い
て
の
み
考
帰
さ
れ
る
、

し
、
？
で
の
動
燃
主
n
涌
へ
の
同
情
）

ヤ
一
の
論
述
に
お
い
て
、
川
法
血
討
の
ボ
に
従
来
死
と
い
う
特
別
な
犯
罪
は
存
在
し
な
い
り
安
楽
死
の
起
訴
JrJγ
殺
人
、
一
一
訂
正
料
、
投
び
な

fむ

険
状
能
山
に
あ
る
八
へ
の
不
放
ゅ
は
ζ

り
法
的
世
m
J
U
U
K
件
は
、
行
為
者
の
苦
早
川
中
、
と
ら
れ
た
万
法
に
よ
J
E
、
ほ
を
止
六
れ
る
n

し
と
の
半
t
L京市北

日

U
J

一沢一

ru）

こ
れ
は
、
長
門
叶
二
心
年
の
懲
役
や
、
川
盟
主
主
干
由
が
あ
る
場
ん
じ
ま
ん
は
日
殺
の
場
ら
ー
に
は
知
山
同
懲
役
が
利
J

び
れ
る
最
も
厳
し
い
構
成
吹

と
か
よ
山
静
止
に
z
める

件
で
た
る
c

こ
の
犯
持
は
、
行
為
朽
か
μ

円
以
立
に
他
人
に
死
を
も
た
ら
す
こ

な
ぜ
之
ら
、

な
る
状
況
で
は
、

プラム／ /, ;1；こおけ匂岩止と化

を
れ
が
遂
行
さ
れ
た
行
為
の
結
呆
で
あ
る
こ

、
A
U
当止す

J
C
rい
ふ
川
一
月
二
一
い
は
が
仰
向
は
い
す
る
、

斗
J

命レ
U

日
縮
主
将
、
っ
＋
H
病
同
一
ね
附
置
を
と
っ
た
ヶ
、
仰
が
問
題
1
f

こ
の
ふ
山
吉
吋
は
し
ば
し
ば
徹
妙
f
｝
か
ら
で
あ
7
Q
C

し
か
し
は
が
ら
、

こ
の
講
成
安
汁
は
け
っ
為
で
訟
け
れ
ば
な
ら
ず
、
九
ド

fワ1
，~／ 

擦
の
一
斉
じ
伴
え
は
、
お
段
状
訟
に
あ
る
人
へ
の
不
汝
肋
に
当
た
る
場
合
二
の
人
処
川
目
さ
れ
る
c

J

て
の
安
突
い
化

る
場
合
は
’
川
市
期
懲
役
）

女
イr
♂イ

ベIC
刀、
4; 

を
寸
h 

" さど
で主主
処こ
lfj -9-
さ何
れ貿
る C')
iす：却
殺 R:xを
と イ宇
な m
るおま
っすp

こは
0) tよ
構 ！J-

j左し
')J: c 
f土 ＇i
：土＇コ、オl
r十

場
! 

LI 

「
利
主
L

P

M

占める
J

こ
い
う

「＼

守f

一
士
た
は
店
主
い
ず
は
が
あ

処
罰
の
た
め
に
あ
る
祖
の

の
は
、
意
M
附
さ
れ
た
結
果
が
ペ
J

じ
な
〈
て

良
い
か
ら
で
あ
る

＼被
d

古
者
が
生
き
延
ひ

j
t
、
あ
る
い
は
物
質
が
実
際
に
致
F
A
E
r
k－
し
て
い
な
く
て
本
一

（
行
為
者
が

γコ
信
じ
三
ご
と
で
足
り
る
）
0

り
て
の
ト
、

ー
ば
L
h
μ
H院中川者
η
｛本

ik一に
払
っ
て
併
か
に
犯
、
「
切
れ
る
犯
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明
' u、

提
の
が
い
一
弐
に
か
ん
が
み
、
犯
罪
凶
kv
二
必
安
立
殺
人
心
伎
を
も
、
時
に
は

い
引
）

為
自
体
か
ら
詐
｛
心
さ
れ
る
れ

R
h
1
7
 

1
3手

「
病
弱
な
へ
の
食
事
に
毒
を
お
げ
る
行
為
な
と
の
）

/;)] 

!J) 

低
減
に
尚
、
ぷ
ー
よ
る
人
＼
の
不
良
助
1

「
」
て
の
安
楽
死

h

一
心
構
成
安
件
は
、
投
E
の
小
作
為
今
一
犯
川
井
／
一

rJ
司
令
。
法
律
は
、
九
阪
に
渇
し
て
い
る
お
に
対
、
ー
ロ
己
ま
た
は
第
一
一
石
に
L

一
っ
て

「
斗

危
険
を
冒
す
こ
ζ

な
く
紋
助
が
可
花
ず
あ
る
に
ー
も
れ
h

にJ
ず
、
ぞ
れ
を
佼
じ
片
山
村
、
い
科
ま
る
者
を
I

江
介
以
下
の
杓
栄
刑
で
処
罰
す
る
υ

作
師
か
潟
、
わ
る
ぬ
台
、
こ
の
池
人
一
り
危
険
に
対
す
是
認
訴
を
川
辺
、
〈
す
る
一
れ
的
義
務
ピ
阪
自
制
治
河
上
－
U
義
務
が
加
わ
る
ζ

し
と
も
、

介
入
を
前
L
F
L

与
す
る

W
U
L
た
危
険
け
概
念
h
生
命
の
終
末
山
町
引
に
対
げ
日
附
す
る
場
ム
円
は
、
伎
然
と
L
T
疑
問
」
／
｝
引
き
起
こ
九
日
。

一
泣
い
換
え

イし

は、
絶
望
し
て
い
る
被
害
宥
に
も
川
扶
助
は
必
然
な
の
に
J
J
7＼
こ
の
点
で
、

波
中
川
者
が
ま
υ
、
牛
き
て
い
る

時
間
は
、

犯
罪
淡
行
以
救
幼
（
り
効
県
に
従
属
し
な
い
と
詑
明
L
H刷
れ
て
い
る
：

今
治
川
は
法
律
の
中
P
L
r
d
f
J人
化
さ
れ
七
E
v
d
に
よ
る
治
療
市
併
の
権
引
は
、
医
濡
心
不
救
助
に
対
す
る
貞
心
疋
ψ

化
宇
山
一
言
四
説
。
J

るし

一一〈
J
C
h
年
刊
月
二
一
日
出
は
、

不
安
で
不
均
衡
な
治
療
を
P
J
え
え
い
ノ
、

f
J
X
続
け
る
こ
と
を
点
し
控
え
る
百
仰
の
げ
ぬ
を

同
心、

強
化
す
る
。民
律
74務
！
の
一
九
ア
ン
↑
ノ

一
般
的
江
川
、
阪
工
「
ィ
ア
口
の
同
町
ん
も
一
勺
為
者
の
助
除
、
も
犯
亦
の
1
A
V
L
作
｛
忙
し
し
な
い
テ
〕
て
も
、
司
法
実
務
は
、
起
訴
の
是
非
な
決
定

ιヌ
」

ず
る
に
当
た
り
さ
つ
に
は
行
為
の
性
質
や
行
為
者
人
係
に
、
叫
合
し
た
刑
山
間
」
守
口
で
に
ャ
ー
る
に
当
L

ぺ
わ

そ
れ
ど
を
考
慮
、
J

て
い
る
－
刑

訂
は
、
犯
却
行
為
が
ぺ
刈
い
怖
に
も
こ
て
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
－
報
配
の
あ
る
任
務
に
け
一
っ
て
行
、
ぺ
江
ど
行
為
者
の
戦
議
！
の
義
務
に
対
す

G
 

る
去
の
一
一
切
り
を
不
し
て
い
る
場
入
、
縦
し
く
1
J
る
ロ
そ
の
他
の
ゆ
声
、
司
法
は
刊
罰
に
闘
し
て
定
大
な
能
ZTvu見
せ
る
が
、
不
起
訴

の
決
定
に
際
し
に
は
、
ふ
り
白
人
、
き
は
一
陣
陥
を

rvL
て
J

［似J<oL/)56 !.3 3仁活18つり 、！OGc 9' 



こ
の

E
う
二
、
安
楽
死
ハ
ユ
耳
切
り
信
手
令
行
為
と
認
め
、
り
れ
う
る
が
、
こ
の
認
識
は
、
行
為
醤
な
刑
法
、
U

卜
山
間
円
く
け
い
［
は
ト
の
長
い

プ

U
ト
ゼ
P

へ
の
到
法
上
と
し
て
の
み
現
打
、

苦
手
、
作
品
、
象
徴
的
で
さ
↓
ど
あ
る
刑
判
に
つ
な
が
り
う
る
と
い
う
だ
け
の
こ
乙
で
あ
る
ν

こ
の

司
法
ノ

υ
占
え
に
悶
「
る
ん
中
安
｛
一
に
怜
は
、
司
法
子
続
き
に
京
コ
十
一
出
作
絞
の
少
な
手
に
辿
止
す
る
、

こ
の
不
安
｛
U
性
は
、
む
よ
布

の
生
命
矧
泌
を
什
ラ
円
涌
緩
和
片
山
戸
を
与
え
寸
J

乙
ず
る
で
δ
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
避
け
よ
ぇ

ζ

気
遣
う
医
師
求
心
配
さ
、

761

い
う
こ
と
も
よ
く
法
解
で
き
る
つ
古
痛
ζ

キ
ノ
昨
の
質
へ
の
ご
心
配
山
胞
は
、
ヨ
2

U

ノ
ベ
人
権
ぷ
汀
叫
が
一
門
べ
よ
う
に
、
｛
t
h
h
？
に
こ
可
制

で
き
る
あ
る
租
の
行
持
に
刻

L

限
界
を
与
え
る
千
段
な
り
て
あ
ろ
う
か
り

一小五楽ー化
ι
出
は
」

一
定
の
行
為
の
処
罰
心
限
界
〆
｝
し
℃
心
計
九
初
心
一
税
和
ワ

ん青山
4
K
M
ル
ゃ
れ
門
技
司
妨
4
2
個
人
の
3

一
巾
の
士
山
町
と
「
る
こ
と
を
拒
否
し
つ
つ
、

フ
フ
〆
ス
の
ず
法
は
、
ヤ
斗
日
高
主
従
和
す
る
行
局
ル
対
し

て
小
さ
な
ド
ア
吉
町
L
fい
よ
う
に
弘
、
え
る
乙
こ

、
ヨ

l
口
ソ
パ
人
権
裁
判
所
判
例
に
よ
る
結
和
的
芯
担
併
に
よ
っ
て
強
化
さ

九
一
う
る
だ
ウ
沿
っ

ソ
タ
ン
ス
伝
一
心
安
滑
化
の
例
制
叶
り

プラム／ /, ;1；こおけ匂岩止と化

＼

j
 

一IK
 

「
ゴ
ム
叩
の
h
A円
弱
、
司
ん
叩
の
停
止
及
び
安
楽
死
に
悶
「
る
凶
！
リ
愉
皿
諮
問
委
は
会
心
日
制
止
下

一記）

二
ハ
）
（
ハ
の
一
年
月
二
七
百
の
倒
的
に

K
い
て
、

国
r

倫
制
四
一
話
問
委
員
会
は
、

一
｛
疋
の
自
殺
判
同
の
与
す
ぷ
は
、
「
点
撃
で
、
決
定
的
で

繰
り
忘
さ
れ
て
お
り
、
助

H
を
ぷ
め
て
い
る
」
と
考
え
、
「
述
書
ー
の
誓
い
と
安
楽
死
の
例
外
」
と
い
う
一
円
来
で
安
楽
が
一
い
取
り
組
む
こ

そ
れ
に
応
え
る

た
n

J

記
員
会
に
と
コ
て
、
ガ
円
痛
ぐ
一
組
ヨ
刀
限
界
状
況
に
お
い
て
の
「
例
外
的
川
政
L

が

、L
）円れもコつザ
l
i

、

間
以
で
あ
り

同
去
の
概
念
に
俣
拠
中
置
く
も
の
だ
つ
に
ハ

1
M
M
則
上
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
も

人
聞
の
い
込
山
守
や
憐
以
心
情
ば
7
1

当
化
し
う
る
l

い〈
U

ム
て
？
）
て
、
、
一
心
安
求
に
立
到
し
ん
ヘ
行
為
lv寺
町
川
ず
る
と
し
て
も
、
ず
れ
は
抽
象
的
で
責
任
の
な
い
決
定
C
は
立
く
、
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明
' u、

熟
思
さ
れ
た
決
定
で
な
け
れ
は
な
、
り
な
い

こ
の
！
吉
丈
、

M
v
倫
則
及
川
問
安
一
以
え
は
、
法
p

人
間
的
現
実
の
大
き
ト
ヲ
ざ
る
戸
北
駐
h
d
遂
げ
る
た
め
の
ヶ
i
ス
ベ
イ
ウ
、
え
の
例
外

/;)] 

的
状
山
の
一
刀
剣
を
提
案
〕
て
い
る
の
で
あ
コ
て
、
｛
2
公
安
い
犯
の
4
4

汁
犯
罪
化
主
初
来
L
て
い
や
ハ
J

け
と
は
伝
い
：
、
子
世
間
始
時
ゃ
－
頭
弁
ヘ
胴

の
開
始
引
に
は
学
際
的
な
専
門
家

？
刀
、
土
保
さ
れ
ん
｝
叫
削
機
芋
l
H

州
心
緩
和
、
忠
話
の
川
不
川
町
な
裟
求
へ
の
対
U
U
、
憐
時

の
一
わ
な
ど
一

に
悶

γ
る
事
長
や
前
一
汁
に
一
校
拠
を
旦
互
い
れ
J

一一J4
F

仰
を
行
う
が
、

依
然

i
J
し
裁
判
所
の
打
訂
な
刈
断
仁
美
ね
ら
れ
に
い
る
υ

~t 
採
しコ
討
↑院

の
め

安
楽
。七
校、

＇~＇ 戸' 
"') 

+s 
7u 
1i11 

手
f 
不ハ
芦

や

り
y旦

~ 

寸そ
は

絞吋一
J
h
川
が
す
で
に
行
ハ
ヅ
の
九
日
機
を
考
心
感
し

て
、
ー
に
こ
こ
も
あ
っ
て
、
災
現
し
は
一
か
つ
に
。

4
品
戸
山
、
げ
法
者
は
、
こ
の
白
山
図
合
渦
μ
止
さ
仕
る
た
め
に
、
U
T
H

痛
を
絞
祁
了
。
斗
的
て
の
一
定
の
医
療
行
為
引
絞
る
リ
ス
ク
に
持
す
る

あ
ら
「
い
げ
る
不
確
定
性
を
取
り
ゑ
く
w

｝と
hv一
選
択
し
た
の
で
あ
る
c

重
の
効
巣
を
持
つ
治
療
に
按
ず
る
二
C
C
半
年
河
月

日
の
法
作
幻
想
定

山
市
山
者
の
純
利
1r
な
つ
よ
終
末
期
7
療
と
芝
川
仰
心
義
務
と
な
っ
た
古
痛
の
ι山
一
和
は
、
宍
削
が
、
古
品
川
一
級
ね
心
た
め
の
物
笠
投
？
に
よ
っ

て山市山喜一
ω死
が
ち
え
ら
き
れ
た
場
介
に
刑
ぶ
一
れ
迫
の
危
演
女
5
ざ
起
こ
す
た
め
、

投！
J
E
と
め
ら
う
と
一
？
っ
白
i

既
で
、

泌
－
礼
的
て
は
な

パ
り
一
ス
J

、づ♂九
J

I

l

J

♂
一
一
i

ゐ

（

U
の一
τ
i
p汁
i

四
月
一
二
日
決
は
、
1

非
常
に
革
い
不
治
山

日
＼
」
れ
、
品
川
V

4
期
ま
た
は
そ
の
ハ

rd前
何
時
期
に
あ
る
忠
ー
の
す
け
術

を
緩
和
す
る
こ
仁
三
か
一
小
可
艇
と
診
断
い
た
E
Mに
、
止
命
短
縮
と
一
口
う
副
次
的
効
長
十
一
桂
い
う
出
療
を
札
制
す
こ
L
Y

を
許
「
一
、
と
い
ぶ
っ

て
、
こ
の
T
h

安
定
性
を
取
り
除
く
」
作
作
ー
の
許
「
刊
は

Z
P
7ょ
に
創
設
さ
れ
十
一
？
炉
、
依
扶
と
L
て
限
界
は
あ
る
了
J

な
わ
ち
、

終
不
向
閉
ま
た
は
そ
の
少
し
前
の
時
期
に
あ
る
思
苔
に
の
み
川
当
て
は
ま
り
、

五
痛
一
戦
山
刊
の
仙
の
代
杯
1
没
が
な
い
場
合
の
医
師
だ
け
が
、

リ
山
青
山
を
絞
る
一
か
ら
で
あ
る

［似]<o，主；＂） 56 !.3 :JUJJ 8つ号 、！！066.9 ・' 



J

、
み
〆

f

、一山ハ
μ

、i

死
が
け
門
的
と
5
れ
ヒ
併
記
半
で
は
！
ょ
く

九ノ！
i

引
ご
て

／レ

l
J
J
「

化
は
ム
市
痔
ノ
の
川
氏
問
、
ぷ
什
K
R
ポ
九
す
ぎ
な
い
と
い
う

背
骨
引
の
品
川
和
が
d
f

法
律
に
！
仇
っ
て
巨
指
さ
れ
に
市
d

例
と
、
死
が
故
意
に
F
i
め
、
つ
れ
た
同
情
的
安
川
水
死
三
弔
測
と
の
聞
の
相
迫
は
、
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る

に
ら
そ

L
、
（
患
者
へ
の
説
明
子
続
き
の
履
行
や
カ
ル
一
7

へ
の
記
録
な
ど
の
）
山
二
六
状
況
次
皆
同

t
な
る
日
に
ろ
う
戸

t
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
リ
弘
法
討
意
思
〉
一
（
（
共
和
国
険
事
こ
い
う
）
出
退
陣
内
問
に
刈
ず
る
メ
い
セ
ヲ
J
J

ば
、
医
師
に
絶
対
的
に
長
引
刊
な
事
川
を
訓
告
叫
す
る
こ

－
ど
h
j

っ
こ
υ

～

t
J
J
 

乙
り
わ
円
、
「
ベ
ル
ギ
ー
、

一刻一

ス
イ
ス
な
ど
の
）
近
際
諸
戸
の
沖
凶
作
こ
沈
較
し
7
、
に
ら
れ
る
づ
ノ
ラ
／
ス
法
り

J
J
一
え
め
3
」

オ
一
ノ
ン
ダ
、

は

司

ロ

F

パ
人
権
裁
判
寸
巧
の
斗
例
に
よ
J

て

定
問
れ
夜
、
袖
正
さ
れ
う
る
り
だ
／
J
J
ρ

一
定
り
形
悲
の
安
楽
死
の
科
誌
に
対
一
9
る
ベ

U

Y
パ
ハ
人
権
放
吋
J

川
心
判
杭

U
H

ノ
リ
テ
ノ
手
作
に
お
い
て
守
」
一
戸
さ
れ
た
よ
「
に
、

〉

ヨ
l
ロ
ソ
パ
人
権
裁
判
所
は
、

生
命
に
対
B
d
J

る
権
利
心
深
議
は
、

化
の
権
利
の
が

話
、
も
八
円
む
と
い
一
）
存
え
い
は
斥
け
た
も
の
の
、
怪
人
の
自
己
決
定
往
の
行
涜
p
h一
安
楽
死
の
問
用
品
川
か
ぺ
じ
、

道
を
開
く
と
い
う
一
」
l
L
は
認
め

む
の
医
療
行
為
正
時
4

誌
の

の）
tH
リ
性
J
牛
土
町
心
耕
民
心
考
可
」

プラム／ /, ;1；こおけ匂岩止と化

「
悩
九
の
は
Y

げ
牲
の
械
人
マ
ベ
同

－Z
れ
リ
作
と
し
て
権
利
か
前
ほ
し
伝
い
均
へ
u
で
も
）
、

へ
私
牛
J
け
及
べ
U

忍
族
ペ
ー
活
の
が
湾
内
閲
す
る
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
体
条
約
八
条
の
保
障
の
解
釈
の
基
礎
と
な
る
王
立
て
d

原
則
乞
一
反
川
崎
す
る
」
こ
と
主
初
め
て
宇
認
J

つ
つ
、
い
れ
へ
法
廷
は
、

各
人
が
仕
方
る
能
力
は
、
同
校
に
、
ゆ
一
の
人
い
と
っ
て
身
体
的
恥
清
神
的
L

損
t
h
v
k
引
き
起
ご
し
う
る
ま
止
は
危
険
な
活
助
主
汚
う
吋

活
性
を
も
ん
百
人
一
♂
、
い
る
と
坪
海
ず
る

L
F
Jた
さ
ら
に
、

共
施
さ
れ
三
行
為
が
他
崇
に
討
す
る
ρ
川〕険
hy

－－tK
1
1

ま
た
は
い
叱
を
も
た
、
J

一
コ
ノ
件
質
を
川
山
び
る
〉
一
台
述
uW
に
一
許
制
仁
う
る
場
ら
「
立
さ
え
、
条
約
の
代
完
討
に
一
。
る
判
的
は
、
日
誌
に
よ
る
川
主
的
性
貨
を
お
っ
強
制

的
抗
出
の
賦
課
は
、

人
条
の
怠
味
に
お
円
る
私
生
一
川
へ
の
侵
害
ζ

考
え
る
2
付
け
加
え
た
。
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明
' u、

生
命
の
終
Z
J
一
二
際
し
て
こ
の
論
坦
を
述
川
市
ず
る
」
と
に
よ
り

久
ー
件
に
お
い
て
広
告
が
人
宇
の
最
後
心
併
問
を
川
切
首
相
～
寸

裁
判
刈
は

ス
め
に
炭
J
、
し
た
j
d
込
山
は
、
じ
引
き
る
行
弘
心
部
を
な
す
の
で
あ
り
、

（
円
殺
は
助
が
問
題
で
あ
る
が
）
そ
の
方
法
が
押

広
告
に
は
、

/;)] 

孟
さ
れ
る
、
で
v
J
W
U
ス
求
「
る
権
利
げ
か
’
占
め
る
と
明

戸
し
て
、
ぷ

f
刀
治
イ
一
人
ど
定
足
、
ご
士

一
、

J

（

z

j

j

i

J

「
人
閣
の
尊
厳
／
一
日
間
は
、
人
怪
条
約
の
き
（
註
で
あ
る
」
条
約
に
よ
勺
て
似
唱
で
は
き
れ
ず
九
司
命
に
持
げ
ら
れ
行
原
則
中
一
決
し
て
否
｛
此

ず
る
こ
乙
仕
く
、
裁
判
所
は
、
「
4J
九
町
の
質
の
概
念
は
、
正
に
八
条
の
観
点
か
つ
の
み
む
味
を
が
片
山
ノ

と
考
え
た
J

そ
に
て
、
「
本
ρ
l
m
u

原
告
は
、
彼
立
に
と
っ
て
は
た
τ
げ
来
て
に
ひ
ど
い
こ
こ
仕
避
け
る
〆
｝
一

Y
霊
釈
の
行
使
を
、
法
律
に
よ
っ
で
妨
げ

こ
結
論

刊
行
に
。
松
川
リ
オ
は
、
そ
れ
が
当
事
者
の
な
佐
川
（
川
一
環
草
に
と
っ
て
A

品
川
伝
害
に
勺
り
に
｝
白
場
台
に
の
内
心
司
、
料
仙
印
す
る
こ
と
が
C
さ
る
。

こ
の
論
述
を
K
－

A
汁
A
φ
D
事
件
に
お
い
亡
も
確
認
し
つ
つ
、
及
川
刊
一
川
は
、
一
特
別
に
深
刻
な
攻
自
の
み
ひ
、
7

川
（
ホ
の
が
ム
コ
な
す

必
J
t
d巾」化
I
う
る
と
引
一
し
に
じ

一山｛ま刀小川
W
1

－
J

げ
中
」
化
し
う
る
介
人

ヨ
l
u
r
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
は

牛
ん
叩
心
終
zt日
以
況
に
府
間
し
て
は

原
則
jhp
記
一
一
さ
せ
る
J

個
人
心
じ
！
J
N

刊
と
を
が
川
崎
釣
と
な

り
、
刑
法
令
介
し
P
J
判
家
の
介
入
は
、
判
切
に
深
刻
な
四
時
山
が
為
る
渇
ム
口
に
の
み
1
4コ
化
さ
れ
る
不
当
ヲ
ペ

l
渉
と
な
る
、
設
l
t同

C
M
m決

の
こ
の
手
聞
に
、
牛
ム
叩
（
U
E
H
は
、
人
間
の
掛
け
伐
と
白
民
心
名
に
h

の
い
て
、
バ
ー
ー
お
の
品
川
』
い
小
川
的
尊
正
二
匹
敬
す
る
も
の
と
た
る
わ
一

カ3

シ
の
よ
う
な
灸
作
の
下
で
こ
の
論
却
が
一
世
尽
さ
れ
る
の
か
を
炉
一
解
す
る
た
め
に
は
、

二
つ
の
留
保
が
訣
別
さ
れ
仕

け
れ
ば
？
ま
ら
な
い

一
万
三
、
こ
の
論
攻
は
、
牛
が
い
い
の
よ
A

に
個
人
の
自
立
件
を
宇
一
党
ず
る
人
た
ふ
り
に
の
み
関
係
す
る
J

渋
川
所
は
、

7

J
一プ
q
T宇
ρ
ーに

お
い
て
「
引
事
者
は
、
夫
の
川
崎
助
に
よ
り
牛
九
叩
を
終
結
さ
む
る
沼
沢
を
j
使

f
る
こ
ー
よ
い
よ
っ
一
1
1
v
円
布
中
川
町
滅
寸
る
こ
乙
を
望
ん

だ
t

と
述
べ
℃
ド
司
令
。
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他
方
戸
仏
、
凹
～
棋
の
介
へ
ハ
U
可
能
で
あ
れ
r

絞
げ
一
り
る
が
、
J

以
下
王
表
位
九
ム
（
U

4

て
、
川
泊
康
平
倫
皿
寸
（
り
保
護
、
他
人
の
権
問
や
口
止
の
日
出
護
、

ま
た
は
刑
事
犯
罪
の
子
防
寸
士
一
保
一

ιす
る
た
め
い

厳
格
に
必
要
な
方
式
を
〉
ら
な
け
れ
ば
な
、
り
長
い

ぷ
件
と
の
介
人
が
京
市
化
さ
れ
る
と
汚
備
す
る
止
め
に
、
ぷ
判
所
は
、

1

一
仏
件
で
問
時
d
l
p
｝
作
、
コ
止
法
律
ヒ
の
犯
罪
必
定
け
、
弱
く
特

っ
き
与
ず
い
人
、
特
に
事
情
を
先
ん
ー
に
認
識

L
つ
つ
社
丸
町
下
す
こ
亡
の
で
き
な
い
人
を
ω附
設
す
る
こ
こ
に
よ
り
、
バ
コ
ム
町
、
U11る
で
め

の
も
の
こ
弘
与
え
っ
、
れ
る

ま
た
、
日
殺
閑
ヲ
の
庁
、
的
然
！
刊
の
緩
和
を
も
た
ら
し
、
原
則
刀
例
外
を
創
設
し
う
る
〆
一
四
月
及
び
そ

こ
乙
、

の
結
果
の
り
ス
ク
J
V
と
評
慨
rJ
る
こ
と
は
、
川
一
家
正
首
心
責
町
11
て
あ
る
」
二
一
を
強
読
し
た
n

ふ
し
、
、
」
こ
v

一
こ
み
二
こ
へ
J
A
m
弔
4
日山

i

i

J

I

J

し
一
ι

A

J

：
t

ざ
が
あ
る
口
ブ
リ
吋
ィ
夫
人
は
、
及
川
リ
訴
？
も
認
め
る
k

う
に
、
偽
つ
き
や
す
い
人
心
説
暗
に
入
ら
な
J

口
ー
れ
今
、
九
、
そ
心
法
的
け
つ
J
U

性
は
、
裁

Y
1
4の
可
決
が
安
心
不
u

化
合
同
対
抗
す
る
川
t
比
（
り
慨
効
化
を
も
た
ら

γ
町
品
川
用
の
切
ら
日
fhq危
険
」
よ
り
え
ピ
光
析
と
捉
え
ら
れ
な

い
よ
ラ
、
正
当
に
一
計
怖
さ
れ
な
か
っ
た
U

四

い
出
、
わ
り
に

う色-'¥ 
ニメJ
ロレJ,v, 
G 

る
）ι 

ふう
νノ
q'f 
為

深
刻

性iふ

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ 30) 8'2:5、：3〔'JG'9 

り
い
の
透
川
市
の
例
外
日
明
ご
は
さ
れ
た
に
も
わ
か
わ
ら
ず
、
プ
ワ
テ
ィ
事
刊
を
見
る
と
、

プラム／ /, ;1；こおけ匂岩止と化

京
二
回
〕
況
の
力
一
人
を
7
一
勺
中
山
す
る
よ
円
仁
も
比
え
る
わ
そ
心
不
当
の
限
界
？
と
知
る
I
h
j

め
に

及
川
所
は
、
安
楽
死
や
臼
殺
針
山
助
J
Y
5
h
叶

。
の
凹
々
の
法
仲
上

八
市
の
棒
引
と
の
一
円
立
吋
前
性
に
賛
意
を
－

tFν
十一

t
、
お
そ
ら
く
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
じ

そ
れ
ゆ
、
九
、

ブ

7
J
ス
法
は
、

よ
守
～
制
対
「
r

J

1

1

；
ソ
；
土
7
は
こ
、

j
f
Jィ
ド
l

l

：

t

ノ

〉

（

！

j
y

新
た
な
立
法
的
修
正
を
J

流
を
見
山
H
Tこ

r
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
A
d
b
1
）
ろ
、
利
行
に
医
師
が
問
起
こ
な
る
剖
倒
的
な
事
件
が
叩
山
道
予
れ
る
」
と
を
符
三
仕
け
れ

J
V
A

晶、l仇
〉
よ
J
J
与

1i可
f

i

l

t

、

戸
ほ
ば
〈
工
門
出
致
で
一
正
義
の
承
認
に
一
i

J
な
い
事
作
い
／
）
、

い
く
コ
か
の
辛
料
で
は
）
よ
り
人
き
河
出
代
、

ア

｛主

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
芋
科
、
こ
の
向
け
市
一
端
収
不
均
終
に

γ
ク
ト
〆
ト
が
お
か
れ
る
て
あ
ろ
う
U

方
で
医
師
の
行
為
に
対
す
る
小
山
門
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